
「中学校第３学年 英語(予備調査問題)」について

１ 予備調査問題の特徴
(1) 「聞くこと」（10 分），「読むこと（ 20 分）」，「書くこと（ 15 分）」の計 45 分。そ
の後，各校のパソコン端末を使用して「話すこと」の調査（約５分）を実施した。

(2) 各領域（技能）とも「主として『知識』に関する問題」と，「主として『活用』

に関する問題」に分かれており，「書くこと」以外は，ほぼ同数程度出題された。

(3) 各領域（技能）の最後の１～２問は，「コミュニケーションへの関心・意欲・態

度」を併せてみる「記述式／口述式」の問題となっており，内容理解につまずきが

あるのか，英語表現につまずきがあるのかについて尋ねる「アンケート」が付随し

ている。

(4) 「予備調査問題一覧表」の「出題の趣旨」は，各校において CAN-DO リストを作
成，または改善を図る際の参考として是非活用したい。

※ 各領域における「記述式／口述式」問題の概要

「聞くこと」
英語の先生から，お別れするマイク先生と一緒に何かをしよ

うという提案を聞き，アンケート用紙に自分の意見を書く。

「読むこと」 英字新聞に投稿されたある中学生の意見文を読み，その意見
に対する自分の考えとその理由を書く。

「書くこと」
初めて日本を訪れる外国人観光客向けに，「日本らしいお土

産」を紹介する記事を書く。

リチャード先生とナオミのやり取りを聞き，その内容を踏ま
えて即興で質問をする。 （準備のための時間なし）

「話すこと」
シンガポールの姉妹校の生徒に，テレビ電話で自分の学校に

ついて紹介する。 （準備のための時間あり：１分間）

２ 特徴的な問題の例

○ 大問６（「読むこと」【活用】）

｢発表原稿｣，｢話の流れを示すスライド｣ともに全て英文で示されており，日本語が介

在していない。いわゆるパラグラフ・リーディングにより，各段落の概要と文章全体の

流れを把握する力が求められる。英文の細部を読み込む｢精読｣と，限られた時間で英文

の概要を把握する｢多読・速読｣の指導をバランスよく行いたい。



○ 大問８（「読むこと」【活用】）

読んで把握した内容について，自分の考えを書

いて伝えることができるかどうかをみる出題であ

り，先述のとおりアンケート（右図）が付随して

いる。

分類上は「読むこと」となっているが，「書くこと」との技能統合型の出題であり，

文章の要点を捉えるとともに，自分の考えや気持ちなどを整理し，まとまりのある文章

を書く力を身に付けられるような指導を継続して行うことが求められる。

○ 「話すこと」大問２（【活用】）

パソコンとヘッドセットを

使用し，英語でのやり取りの

内容について即興で適切に応

じることができるかをみる出

題である。

右に示した英文はあくまで

スクリプトであり，実際は音

声でのやり取りを聞いて内容

を把握することになる。

今回の学習指導要領改訂で

着目すべき点として「話すこ

と」が［やり取り］と［発表］

に分けられたこと，そして目

標に「即興で」という文言が

加わったことが挙げられる。

即興で応じる力を育成するには，話すため

の原稿を事前に用意してその内容を覚えたり，

話せるように練習したりするなどの準備時間

をとることなく，相手とやり取りするような

活動に計画的・継続的に取り組くませること

が必要である。

また，「話すこと」の指導に当たっては［や

り取り］(双方向)なのか［発表］(一方向)なのか，また話す内容について事前に準備す

る時間がとれるのかどうかといった場面や状況について明確にして進めたい。

３ 全体を通して

各大問のリード文を読む(聞く)と，目的や場面，状況について詳細に説明されている

ことがわかる。日々の授業においても，どのような場面や状況において何を目的に行う

のかについて明確に示し，十分に理解させた上で活動に取り組ませることが重要である。


